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秋の五城目町を疾走！
「五城目朝市マラソン大会」
10月24日に開催された「五城目朝市500年記念マラソン大会」。
さわやかな秋晴れのもと、1,137人のランナーが、秋も深まった
五城目町を駆け抜けました。（関連記事は６・７㌻に掲載）

今月のひとコマ
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町
功
労
者
の
皆
さ
ん

 

特
に
功
労
が
著
し
く
、

町
発
展
に
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
方

十
月
三
十
一
日
、
町
合
併
五
十
五
周
年
記
念
式
典
が
広
域

五
城
目
体
育
館
で
行
わ
れ
、
次
の
四
人
の
方
が
平
成
二
十
二

年
度
町
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
熊
氏
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
通
算
六

期
二
十
三
年
六
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
五

城
目
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
審
議
に
参

画
さ
れ
、こ
の
間
、産
業
経
済
常
任
副
委
員
長
、

総
務
常
任
委
員
長
、
決
算
特
別
委
員
長
、
文

教
社
会
常
任
委
員
長
、
議
会
議
長
を
歴
任
さ

れ
、
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
氏
は
、
議
会
の
活
動
状
況
を
町
民
に

周
知
し
、
議
会
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
方
法
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
五
月
一
日
に

議
会
広
報
紙
「
議
会
だ
よ
り
」
第
一
号
を
創

刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

は
各
定
例
会
に
お
け
る
審
議
内
容
や
一
般
質

問
で
の
執
行
部
と
の
質
疑
応
答
、
陳
情
や
請

願
な
ど
の
処
理
状
況
を
伝
え
る
広
報
紙
と
し

て
、
議
会
と
町
民
と
の
絆
を
深
め
る
役
割
を

担
い
、
現
在
「
み
ん
な
の
町
議
会
」
に
名
称

を
か
え
な
が
ら
も
百
号
の
発
行
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
議
会
の
声
を
届
け
る
広
報

紙
と
し
て
、
現
在
も
愛
読
さ
れ
続
け
、
議
会

と
町
民
と
の
「
絆
」
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

（故）小
お

熊
ぐま

金
きん

之
の

助
すけ

さん

（大川１区・享年64）
（昭和62年９月14日逝去）

五城目町合併 55周年記念式典

小
熊
氏
は
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
平
成
六

年
ま
で
三
十
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
教
職

に
あ
り
、
こ
の
間
、
八
郎
潟
中
学
校
、
五
城

目
第
一
中
学
校
、
井
川
中
学
校
教
諭
と
し
て

子
弟
の
薫
育
に
挺
身
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
脇

本
第
二
小
学
校
、
大
久
保
小
学
校
教
頭
、
平

成
三
年
か
ら
は
杉
沢
小
・
中
学
校
長
と
し
て

校
舎
新
築
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
本
町
は
も
と

よ
り
、
本
県
の
学
校
教
育
の
充
実
に
尽
力
さ

れ
る
と
と
も
に
、
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
氏
は
、
平
成
三
年
四
月
に
五
城
目
町

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、
以

後
、
社
会
教
育
委
員
会
委
員
、
五
城
目
町
中

央
公
民
館
長
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
五
年

間
は
五
城
目
幼
稚
園
長
と
し
て
、
も
り
や
ま

こ
ど
も
園
の
改
築
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
本

町
の
生
涯
学
習
の
推
進
や
幼
児
教
育
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
氏
は
、
町
芸
文
協
事
務
局
次
長
、

常
任
理
事
等
役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
五
城
目
短
歌
会
の
代
表
と
し
て
会
の
発

展
と
人
材
育
成
の
向
上
に
も
努
め
ら
れ
、
短

歌
に
優
れ
た
才
能
を
発
揮
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

歌
集
四
冊
を
出
版
さ
れ
る
な
ど
本
町
の
芸
術

文
化
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

小
お

熊
ぐま

正
まさ

明
あき

さん

（下樋口・77歳）

【主な受賞歴】
平成 6年 5月　全国連合小学校長会表彰
平成22年10月　町芸術文化章
平成22年11月（７月決定）東北ブロック優秀歌集賞

【主な受賞歴】
昭和62年 9月　従六位
昭和62年 9月　勲五等瑞宝章
昭和63年 2月　県町村議会議長表彰
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五城目町合併 55周年記念式典

小
玉
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
平
成
七

年
ま
で
三
十
七
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
教
職

に
あ
り
、
こ
の
間
、
富
津
内
小
学
校
、
富
津

内
中
学
校
、
羽
城
中
学
校
教
諭
と
し
て
子
弟

の
薫
育
に
挺
身
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
秋
田
県

教
育
セ
ン
タ
ー
主
任
指
導
主
事
、
払
戸
小
学

校
教
頭
、
大
川
小
学
校
長
と
し
て
本
町
は
も

と
よ
り
、
本
県
の
学
校
教
育
の
充
実
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
氏
は
、
五
城
目
町
教
育
施
設
等
総
合

審
査
会
委
員
を
は
じ
め
退
職
後
は
五
城
目
町

森
林
資
料
館
運
営
委
員
会
委
員
、
五
城
目
町

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
、
五
城
目
町
公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
、
五
城
目
町
ふ
る
さ

と
大
賞
選
考
委
員
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
平

成
九
年
十
二
月
か
ら
五
城
目
町
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
、
ま
た
平
成
十
一
年
一
月
か
ら

平
成
十
六
年
二
月
ま
で
の
五
年
余
に
わ
た
り

教
育
長
と
し
て
、
本
町
教
育
行
政
の
進
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
氏
は
、
謡
曲
仕
舞
な
ど
に
才
能
を

発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
城
目
小
宝
会
の

代
表
と
し
て
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
さ
ら

に
県
宝
生
流
の
支
部
長
、
県
謡
曲
連
盟
会
長
、

県
芸
文
協
理
事
や
町
芸
文
協
の
事
務
局
長
を

務
め
、
後
進
の
指
導
育
成
に
尽
く
さ
れ
、
本

町
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

小
こ

玉
だま

康
やす

夫
お

さん

（高　千・75歳）

猿
田
氏
は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
平
成
十

二
年
ま
で
四
期
十
六
年
間
に
わ
た
り
、
五
城

目
町
議
会
議
員
と
し
て
、
町
政
の
審
議
に
参

画
さ
れ
、
こ
の
間
、
決
算
特
別
委
員
長
、
産

業
常
任
委
員
長
、
議
会
副
議
長
、
ま
た
伝
染

病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
、
馬
場
目
小
学

校
調
査
特
別
委
員
、
議
員
定
数
等
に
関
す
る

調
査
委
員
、
議
会
広
報
編
集
委
員
等
を
歴
任

さ
れ
、
特
に
議
会
広
報
紙
「
議
会
だ
よ
り
」

の
創
刊
に
あ
た
っ
て
尽
力
さ
れ
、
地
方
自
治

の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
氏
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
平
成
十

七
年
ま
で
五
卓
会
の
理
事
長
と
し
て
、
多
く

の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
や
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
本
町
に
招
き
迎
え
、
卓
球
教
室
を
開

催
し
競
技
人
口
の
底
辺
拡
大
や
指
導
育
成
に

尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
数
多
く
の
全
県
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
育
て
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
氏
は
、
川
柳
に
優
れ
た
才
能
を
発

揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら

全
日
本
川
柳
秋
田
大
会
実
行
委
員
長
、
秋
田

県
川
柳
懇
話
会
会
長
と
し
て
十
七
年
間
県
内

の
川
柳
の
普
及
、
発
展
に
尽
く
さ
れ
、
さ
ら

に
さ
き
が
け
柳
壇
の
選
者
も
務
め
、
後
進
の

指
導
に
あ
た
ら
れ
本
町
の
芸
術
文
化
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

猿
さる

田
た

和
かず

男
お

さん

（中川原・70歳）

【主な受賞歴】
平成12年 2月　全国町村議会議長会表彰
平成13年 6月　全日本川柳協会功労表彰
平成17年 9月　東北卓球連盟会長表彰

【主な受賞歴】
昭和63年11月　県教育委員会表彰
平成10年 2月　県芸術選奨
平成16年 7月　男鹿南秋地教委連絡協議会表彰

４
・
５
㌻
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
同
式
典
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
皆
さ
ん
と
、「
五
城
目
町
合
併
55
周
年
記
念
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
審
査
結
果
お
よ
び
最
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
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【
功　

労　

賞
】

　
（ 

町
の
各
分
野
に
お
い
て
、そ
の
育
成
指
導
に
つ
と

め
、町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績
の
顕
著
な
個
人
又
は

団
体
）

小
玉　
吉
雄
さ
ん
（
下
高
崎
）

 　

昭
和
56
年
か
ら
五
城
目
町
相
撲
連
盟
会

長
と
し
て
、そ
の
組
織
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

指
導
者
や
学
童
相
撲
の
養
成
に
尽
力
さ
れ
、

相
撲
道
の
普
及
と
青
少
年
健
全
育
成
に
着
眼

し
、町
内
小
学
校
へ
の
土
俵
作
り
に
奔
走
し
完

成
さ
せ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、自
宅
敷
地
内
に

道
場
を
建
設
し
、子
ど
も
達
の
指
導
を
し
な

が
ら
相
撲
競
技
の
普
及
に
努
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。特
に
学
童
相
撲
大
会
で
は
、全
国
大
会

に
導
き
、町
相
撲
界
の
底
辺
拡
大
に
尽
力
さ

れ
る
な
ど
町
の
名
誉
を
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

秋
山　
三
男
さ
ん
（
古
川
町
）

 　

水
泳
協
会
の
初
代
会
長
と
し
て
、そ
の
組

織
強
化
を
図
り
な
が
ら
長
き
に
わ
た
り
水
泳

の
育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。ま

た
、和
光
会
の
代
表
と
し
て
会
の
発
展
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
平
成
４
年
か
ら
五
城
目

小
学
校
で
絵
画
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
あ
た
ら

れ
、子
ど
も
達
に
絵
画
の
素
晴
ら
し
さ
を
教

え
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、ア
マ
チ
ュ
ア
の
絵

画
や
陶
芸
作
品
を
朝
市
通
り
や
そ
の
周
辺
の

空
き
店
舗
な
ど
に
飾
る「
小
さ
な
街
角
芸
術

展
」を
平
成
14
年
か
ら
開
催
し
、実
行
委
員
長

と
し
て
町
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
町
の
活

性
化
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
町
の
名
誉
を
高
め

ら
れ
ま
し
た
。

（
故
）小
玉　
忠
夫
さ
ん
（
長　

町
）

 　

秋
田
追
分
全
国
大
会
の
第
１
回
か
ら
実
行

副
委
員
長
と
し
て
、第
11
回
か
ら
20
回
大
会

ま
で
10
年
間
に
わ
た
り
実
行
委
員
長
を
務
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、第
21
回
大
会
は
相
談
役

と
し
て
、秋
田
追
分
の
正
し
い
伝
承
の
た
め

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
成
11
年
か
ら
長

町
の
町
内
会
長
と
し
て
、地
域
住
民
の
連
帯

意
識
の
高
揚
と
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
、昭
和
46
年
の
五
城
目
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
創
立
時
か
ら
、役
員
と
し
て
ス
キ
ー

技
術
の
向
上
と
普
及
そ
し
て
、育
成
指
導
に

努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、五
卓
会
の
会
員
と
し

て
卓
球
の
競
技
人
口
の
底
辺
拡
大
に
尽
力
さ

れ
る
な
ど
町
の
名
誉
を
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
栄　

光　

賞
】

　
（ 

町
民
又
は
町
出
身
者
で
あ
っ
て
、各
分
野
に
お
い

て
、全
国
的
な
水
準
以
上
の
活
躍
を
し
、他
の
模
範

と
な
る
よ
う
な
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
又
は

団
体
）

一
ノ
関
晃
多
さ
ん
（
畑　

町
）

 

第
32
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会　

技
能

競
技
の
部　

第
１
位

工
藤　
拓
功
さ
ん
（
雀　

舘
）

 

第
55
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権

大
会　

優
勝

佐
々
木
な
つ
み
さ
ん
（
田　

町
）

２
０
１
０
年
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ　

中
学
生
の
部　

48
㎏
級　

第
１
位

第
36
回
沼
尻
直
杯
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権　

女
子
の
部　

46
㎏
級　

第
２
位

【
部
門
別
表
彰
者
】

♦ 

町
内
会
長
表
彰

　
（ 

10
年
以
上
に
わ
た
り
、町
内
会
長
と
し
て
地
域
の
自

治
活
動
や
町
政
の
浸
透
に
つ
と
め
、地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
、後
進
に
道
を
ゆ
ず
ら
れ
た
方
）

・（
故
）小
玉　
忠
夫
さ
ん
（
長　

町
）

・
松
橋　
　
武
さ
ん
（
湯
ノ
又
２
区
）

・
大
石　
良
雄
さ
ん
（
上
山
内
）

♦
健
康
優
良
世
帯（
国
保
無
傷
病
世
帯
）

　
（ 

１
．被
保
険
者
２
人
以
上
の
世
帯
で
、連
続
３
か
年

以
上
療
養
給
付
の
支
給
を
受
け
な
い
で
、国
民
健
康

保
険
税
を
年
度
内
に
完
納
さ
れ
た
方　

２
．そ
の

他
、国
民
健
康
保
険
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
方
）

・
伊
藤　
章
雄
さ
ん
（
大
川
４
区
）

・
佐
々
木
芳
孝
さ
ん
（
恋　

地
）

♦
献
血
功
労
者
表
彰

　
（ 

人
命
尊
重
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、率
先
し
て
献
血

に
協
力
さ
れ
平
成
21
年
10
月
以
降
献
血
回
数
20
回

以
上
に
達
し
た
方
）

・
荒
川　
　
亮
さ
ん
（
雀　

舘
）

・
小
林
美
樹
子
さ
ん
（
岡
本
２
区
）

・
渋
谷　
謙
二
さ
ん
（
矢
場
崎
）

・
小
林　
史
吉
さ
ん
（
大
川
１
区
）

♦
善
行
者
表
彰

　
（ 
自
ら
進
ん
で
奉
仕
し
、社
会
の
浄
化
、後
進
の
育
成

等
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
方
、ま
た
は
、10
万
円

以
上
の
金
品
を
教
育
、福
祉
関
係
に
寄
与
さ
れ
た

方
）

・
佐
々
木
春
夫
さ
ん
（
岡
本
２
区
）

 

環
境
美
化
及
び
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
方

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

五城目町合併55周年記念式典

【
審
査
結
果
】

▼
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　

猿
田　

友
菜
さ
ん
（
五
小
５
年
）

　
「 

わ
た
し
の
考
え
る

未
来
の
五
城
目
町
」

優
秀
賞

　

内
藤　

信
行
さ
ん
（
馬
小
５
年
）

　
「 

未
来
の
五
城
目
町
を

良
く
す
る
た
め
に
」

優
秀
賞　

　

嶋
崎　

莉
子
さ
ん
（
大
小
５
年
）

　
「
私
た
ち
の
五
城
目
町
」

▼
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　

佐
藤　

恭
壱
さ
ん
（
１
年
）

　

僕
の
誇
り
「
五
城
目
町
」

優
秀
賞

　

松
橋　

紗
希
さ
ん
（
１
年
）

　
「
い
つ
ま
で
も笑

顔
で
健
康
に
」

優
秀
賞

　

鐙　
　

健
幸
さ
ん
（
２
年
）

　
「
理
想
の
五
城
目
町
を求

め
て
」

五

城

目

町

合
併
55
周
年
記
念

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ

　
「 

五
城
目
町
の
未
来
」

に
つ
い
て
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「
わ
た
し
の
考
え
る未来

の
五
城
目
町
」

わ
た
し
の
大
好
き
な
ふ
る
さ
と
五
城
目
。
わ

た
し
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
五
城
目
町
で
く

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
未

来
の
五
城
目
町
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
よ
い
町
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
わ
た
し
は
、
未
来
の
五
城
目
町
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
未
来
の
五
城
目

町
が
絶
対
に
こ
う
な
っ
て
い
る
と
、
自
信
を
も
っ

て
言
え
る
こ
と
が
三
つ
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

一
つ
目
は
、「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
町
」
で
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
森
山
や
野
鳥
の
森
、
馬
場
目
岳
な

ど
、
五
城
目
町
に
は
た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り

ま
す
。
草
や
花
な
ど
の
植
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

空
気
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ズ
ム
シ
や
ホ
タ
ル
も
い
ま
す
。
水
も
き
れ
い
で

す
。
映
画
「
つ
り
キ
チ
三
平
」
の
さ
つ
影
が
行
わ

れ
た
ほ
ど
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
町
で

す
。
こ
の
よ
う
な
姿
は
い
つ
に
な
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
こ
の
自
然
を
い

つ
ま
で
も
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
伝
と
う
や
文
化
、
産
業
の
栄
え

る
町
」
で
す
。
三
年
生
の
時
に
、
秋
田
杉
を
使
っ

た
木
材
製
品
や
組
子
、
か
じ
屋
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。
古
く
か
ら
栄
え
て
い
る
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、

五
年
生
で
は
米
作
り
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま

す
。
米
や
野
菜
な
ど
の
農
業
も
盛
ん
で
す
。
そ
ん

な
中
で
も
、
朝
市
は
、
絶
対
に
未
来
に
残
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
売
っ
て
い

る
物
す
べ
て
が
新
せ
ん
だ
か
ら
で
す
。
朝
市
の
野

菜
や
山
菜
、
果
物
な
ど
は
す
べ
て
新
せ
ん
で
お
い

し
い
で
す
。
ま
た
、
焼
き
い
も
や
お
や
き
、
大
ば

ん
焼
き
な
ど
、
わ
た
し
は
大
好
き
な
の
で
、
い
つ

も
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も

朝
市
で
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て

も
ス
テ
キ
で
す
。
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
思
わ
ず

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
人
の
温
か
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
、
県
外
や

い
ろ
い
ろ
な
町
か
ら
朝
市
に
来
て
も
ら
い
、「
す

ば
ら
し
い
な
」「
ま
た
来
た
い
な
」
と
思
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、

さ
さ
ら
と
民
よ
う
の
秋
田
追
分
も
残
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ク
ラ
ス
で
さ
さ

ら
を
や
っ
て
い
る
友
達
と
、
秋
田
追
分
の
全
国
大

会
に
出
場
し
た
友
達
が
い
る
か
ら
で
す
。
わ
た
し

は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
に
も
で

き
る
こ
と
を
受
け
つ
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
」
で
す
。

五
城
目
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
人
と
人
と
が
気
軽
に
道
ば
た
で
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
も
参
加
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
地
域
の
人
た
ち
も
わ
た
し
た
ち

の
こ
と
を
笑
顔
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
は
み
ん
な
や
さ
し
く
て
と
て
も
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
笑
顔
を
忘
れ
な
い
優
し
い

人
に
な
っ
て
町
を
よ
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
三
つ
が
わ
た
し
の
考
え
る
「
未
来
の
五
城

目
町
」
で
す
。

わ
た
し
の
大
好
き
な
ふ
る
さ
と
五
城
目
。
わ

た
し
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
五
城
目
町
で

く
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

未
来
の
五
城
目
町
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。よ
い
町
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
わ
た
し
は
、
未
来
の
五
城
目
町
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
未
来
の
五

城
目
町
が
絶
対
に
こ
う
な
っ
て
い
る
と
、
自
信

を
も
っ
て
言
え
る
こ
と
が
三
つ
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
町
」
で
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
森
山
や
野
鳥
の
森
、
馬
場
目
岳

な
ど
、
五
城
目
町
に
は
た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ

り
ま
す
。
草
や
花
な
ど
の
植
物
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ズ
ム
シ
や
ホ
タ
ル
も
い
ま
す
。
水
も

き
れ
い
で
す
。
映
画
「
つ
り
キ
チ
三
平
」
の
さ

つ
影
が
行
わ
れ
た
ほ
ど
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
緑

豊
か
な
町
で
す
。
こ
の
よ
う
な
姿
は
い
つ
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は

こ
の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
伝
と
う
や
文
化
、
産
業
の
栄
え

る
町
」
で
す
。
三
年
生
の
時
に
、
秋
田
杉
を
使
っ

た
木
材
製
品
や
組
子
、
か
じ
屋
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
古
く
か
ら
栄
え
て
い
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
五
年
生
で
は
米
作
り
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
ま
す
。
米
や
野
菜
な
ど
の
農
業
も
盛
ん
で
す
。

そ
ん
な
中
で
も
、
朝
市
は
、
絶
対
に
未
来
に
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
売
っ

て
い
る
物
す
べ
て
が
新
せ
ん
だ
か
ら
で
す
。
朝

市
の
野
菜
や
山
菜
、
果
物
な
ど
は
す
べ
て
新
せ

ん
で
お
い
し
い
で
す
。
ま
た
、
焼
き
い
も
や
お

や
き
、
大
ば
ん
焼
き
な
ど
、
わ
た
し
は
大
好
き

な
の
で
、
い
つ
も
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
も
朝
市
で
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ

ん
の
笑
顔
が
と
て
も
ス
テ
キ
で
す
。
声
を
か
け

ら
れ
る
と
、
思
わ
ず
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
人
の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
ぜ
ひ
、
県
外
や
い
ろ
い
ろ
な
町
か
ら
朝

市
に
来
て
も
ら
い
、「
す
ば
ら
し
い
な
」「
ま
た

来
た
い
な
」
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
さ
さ
ら
と
民
よ
う
の

秋
田
追
分
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
ク
ラ
ス
で
さ
さ
ら
を
や
っ
て
い

る
友
達
と
、
秋
田
追
分
の
全
国
大
会
に
出
場
し

た
友
達
が
い
る
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
を
受
け
つ
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

三
つ
目
は
、「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
」
で
す
。

五
城
目
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
人
と
人
と
が
気
軽
に
道
ば
た
で
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
も
参

加
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
地
域
の
人
た
ち
も
わ

た
し
た
ち
の
こ
と
を
笑
顔
で
見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
わ
た
し
は
み
ん
な
や
さ
し
く
と
て
も

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
笑
顔
を
忘

れ
な
い
優
し
い
人
に
な
っ
て
町
を
よ
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
が
わ
た
し
の
考
え
る
「
未
来
の
五

城
目
町
」
で
す
。

小学生の部
最優秀賞

猿田　友菜さん（五小５年）

僕
の
誇
り
「
五
城
目
町
」

二
〇
〇
九
年
度
、「
あ
き
た
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
」
で
、
五
城
目
町
は
見
事
に
Ａ
Ａ
Ｂ
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。
五
城
目
町
の
朝
市
は
、
〇
・
二
・

五
・
七
の
つ
く
日
に
町
の
下
タ
町
通
り
で
開
か

れ
ま
す
。
五
百
年
以
上
も
の
歴
史
が
あ
り
、
地

元
の
方
々
と
買
い
物
客
が
直
接
や
り
と
り
で
き

る
の
で
、
人
と
の
ふ
れ
合
い
や
温
も
り
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
僕
は
こ
ん
な
朝
市
が
あ

る
五
城
目
町
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
誇
り
に
思
う
の
は
、
自
然

が
豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
五
城
目
町

に
は
森
山
、
そ
し
て
町
の
中
央
を
流
れ
る
馬
場

目
川
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
小
学
一
年
か
ら
六
年

ま
で
森
山
に
登
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ミ
を
見
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
馬
場
目
川
も
そ
う

で
す
。
上
流
に
は
、
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
等
、
下

流
に
は
コ
イ
や
フ
ナ
、
ウ
グ
イ
が
た
く
さ
ん
住

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
然
の
恩
恵
を
受
け

な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
田
畑
が
命
の
水
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
の
家
は
農
家
で
、
ま
さ
に
自
然
の
恩
恵
を

受
け
て
米
や
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
春
は

田
植
え
を
し
て
、
夏
に
は
緑
い
っ
ぱ
い
の
田
ん

ぼ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
わ
き
に
流
れ
る

水
路
に
は
メ
ダ
カ
や
エ
ビ
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

も
い
て
、
捕
っ
て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
実

り
の
秋
、
田
ん
ぼ
は
一
面
の
黄
金
色
で
、
農
家

に
と
っ
て
は
、
嬉
し
い
収
穫
の
季
節
で
す
。
僕

は
こ
ん
な
に
自
然
が
豊
か
で
、
人
と
の
ふ
れ
合

い
を
大
切
に
す
る
朝
市
が
あ
る
五
城
目
町
が
大

好
き
で
す
。

で
も
、
残
念
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
生
き
物
が
い
っ
ぱ
い
で
、
自
然
も
豊
か

な
の
に
、
若
い
人
た
ち
が
減
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。
町
内
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た

り
、
入
学
す
る
人
が
減
っ
た
り
し
て
き
て
い
ま

す
。
原
因
は
、
五
城
目
町
の
農
業
や
林
業
で
つ

く
る
物
が
、
安
く
な
っ
て
し
ま
い
、
収
入
が
少

な
い
の
と
、
若
者
が
好
き
な
仕
事
が
少
な
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
町
を
出
て

行
っ
て
し
ま
う
と
、
町
の
活
気
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
し
、
人
口
が
減
っ
て
、
朝
市
も
無
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
こ
の

状
態
が
続
い
て
、
町
の
活
気
が
ど
ん
ど
ん
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
大
変
な
事
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
僕
の
父
は
今
、
町
の
活
気
を
な
く

さ
な
い
よ
う
に
色
々
な
人
た
ち
と
話
し
合
い
を

し
て
、
木
い
ち
ご
を
つ
く
っ
た
り
、
酒
米
を
つ

く
っ
た
り
し
て
、
五
城
目
町
の
特
産
品
を
つ
く

ろ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
五
城
目
町
全
体
の
こ
と

を
考
え
大
事
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

僕
も
今
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
や
っ

て
い
き
、
大
好
き
な
朝
市
と
自
然
豊
か
な
五
城

目
町
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

将
来
、
親
の
跡
継
ぎ
と
し
て
五
城
目
町
に
残
り
、

町
の
活
気
を
持
続
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
よ
く
す

る
た
め
の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
未
来
の
五

城
目
を
担
う
一
町
民
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

中学生の部
最優秀賞

佐藤　恭壱さん（１年）
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▲

10km（30～39歳　男）
①原　　和也 （能代税務署・32分37秒）
②佐藤　直哉 （高山木材㈱・33分28秒）
③加賀屋　直 （かしの木・34分17秒）

▲

10km（30～39歳　女）
①菅原智恵子 （42分33秒）
②児玉　樹理 （チーム西小・44分43秒）
③宮田　幸江 （48分08秒）

▲
10km（40～49歳　男）

①館岡　　爾 （34分26秒）
②青木　　巌 （34分40秒）
③長岐　　亮 （秋田かがやきの丘・35分22秒）

▲

10km（40～49歳　女）
①小笠原美智子 （木曽医院・40分21秒）
②桜田　文子 （45分14秒）
③倉田美貴子 （わいわいクラブ・47分00秒）

▲

10km（50～59歳　男）
①菅原　　喬 （秋田LSDクラブ・35分57秒）
②鈴木　昭浩 （男鹿市陸協・36分28秒）
③佐々木　満 （37分15秒）

▲

10km（50～59歳　女）
①秋田　秀子 （41分23秒）
②高橋恵理子 （44分53秒）
③佐々木かおる （チームI・48分20秒）

▲

10km（60歳以上　男）
①富谷　俊信 （大森町RC・37分31秒）
②熊沢　政雄 （40分44秒）
③伊藤　徳雄 （40分53秒）

▲

10km（60歳以上　女）
①神成　峰子 （秋田県走友会・47分25秒）
②石井ミヤ子 （48分43秒）
③武田　隆子
 （秋田LSDクラブ・50分04秒）

▲

20km（30歳未満　男）
①小玉　　大
 （金砂クラブ・1時間09分56秒）
②渡邊　　慶 （1時間11分14秒）
③川村　健大 （1時間12分38秒）

▲

20km（30歳未満　女）
①清野　智子
 （サノファーマシー・1時間36分15秒）
②石井智佳子
 （アドレナリン2％・2時間00分55秒）

▲

20km（30～39歳　男）
①小森　正臣
 （秋田自衛隊・1時間08分51秒）
②武田　　保 （秋田市・1時間12分31秒）
③尾崎　紀幸 （1時間12分55秒）

▲

20km（30～39歳　女）
①齊藤真樹子
 （桃ちゃん農園・1時間27分29秒）
②鈴木亜由子 （走風水流・1時間28分38秒）
③武藤　明美 （1時間38分36秒）

▲

20km（40～49歳　男）
①佐野　信幸
 （秋田ナイルス・1時間09分54秒）
②金沢　　元
 （秋田ランナーズ・1時間11分33秒）
③畠山　孝直
 （八郎潟町役場・1時間13分24秒）

▲

20km（40～49歳　女）
①石井りみ子
 （桜・大ning・1時間24分25秒）
②伊藤ゆかり （本荘鳥忠・1時間30分19秒）
③堀井　美香
 （あ！シロート秋田・1時間39分43秒）

▲

20km（50歳以上　男）
①千馬　誠悦
 （中通総合病院・1時間12分40秒）
②石岡　尊宏
 （青森市役所・1時間15分31秒）
③松澤　満男 （1時間18分35秒）

五城目朝市
500年記念 マラソン大会

明
応
四
年
（
一
四
九
五
年
）
頃
、

馬
場
目
の
地
頭
安
藤
季
宗
が
、

家
臣
の
斎
藤
弥
七
郎
に
馬
場
目
の
町

村
に
市
を
開
か
せ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
五
城
目
朝
市
。

　

こ
の
五
城
目
朝
市
が
発
祥
以
来
五

〇
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
朝
市

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

「
五
城
目
朝
市
五
〇
〇
年
記
念
マ
ラ
ソ

ン
」
が
、
今
年
で
十
七
回
目
の
開
催

を
迎
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、

今
大
会
に
は
、
千
人
を
超
え
た
前
回

を
さ
ら
に
上
回
る
千
百
三
十
七
人
が

五城目朝市五城目朝市マラソン大会マラソン大会
秋の五城目町を駆け抜ける！！
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▲

2km（小学校１～４年生　男）
①髙橋　優人 （東英小・6分43秒）
②米坂　岬大 （6分49秒）
③高橋　宙之 （千秋SC・牛島小・7分20秒）

▲
2km（小学校１～４年生　女）

①田中　優麻 （長木小・7分09秒）
②大山　由華 （泉　小・7分37秒）
③濱松　咲楽 （城西小・7分38秒）

▲

3km（小学校５・６年生　男）
①髙畑　弘也 （花輪小・10分11秒）
②佐藤　雄河 （東英RC・10分22秒）
③阿部幸之進 （尾去沢小・10分38秒）

▲

3km（小学校５・６年生　女）
①下斗米陽和 （保戸野小・11分24秒）
②伊藤　彩純 （西館小・11分37秒）
③佐藤　彩菜 （天王小・11分37秒）

▲

3km（中学校　女）
①浅原　彩乃 （東英RC・10分34秒）
②鎌田　香純 （東英RC・10分51秒）
③伊藤　瑠香 （東英RC・10分58秒）

▲

５km（中学校　男）
①才村　流成 （秋田東中・16分44秒）
②佐藤　嘉紀 （東英RC・17分11秒）
③盛　　耕大 （東英RC・18分02秒）
 ▲

５km（16～39歳　男）
①高橋　宏弥 （男鹿市陸協・15分49秒）
②佐藤　　巧 （イーグルス・16分04秒）
③工藤　寛和 （秋田南高・16分50秒）

▲

５km（16～39歳　女）
①佐藤　恵美 （タイガース・20分51秒）
②山岡あやの （21分09秒）
③佐藤　恵子 （21分35秒）

▲

５km（40～59歳　男）
①茂内　　孝 （16分22秒）
②豊間根正志 （秋田救難隊・16分24秒）
③清水　鳴浩 （16分30秒）

▲

５km（40～59歳　女）
①杉渕　澄子 （体力増強計画・19分55秒）
②工藤小百合 （クロベ・20分00秒）
③白戸まゆみ （22分55秒）

▲

５km（60～69歳　男）
①大坂　久雄 （秋田一ツ森RC・18分58秒）
②小倉　賢一 （GANBA　RC・20分01秒）
③小原　忠夫 （泰士＆向夏チャン・20分21秒）

▲

５km（60～69歳　女）
①富樫　良子 （23分04秒）
②角　　誠子 （秋田県走友会・25分33秒）
③小玉　篤子 （29分21秒）

▲

５km（70歳以上　男）
①今野　久夫 （秋田県走友会・20分44秒）
②小玉　紘策 （仁井田陸友会・23分17秒）
③溝江　吉眞 （浪岡走友会・24分18秒）

▲

10km（30歳未満　男）
①佐々木公太 （横手市消防署・34分02秒）
②石川　剣悟 （男鹿市陸協・34分14秒）
③木村　高雄 （34分23秒）

▲

10km（30歳未満　女）
①加賀谷　優 （あ！シロート秋田・38分57秒）
②中浜恵里香 （㈱アチカ・49分12秒）
③横山　鮎美 （アミノバリュー・50分07秒）

第17回大会　上位の記録（敬称略）

順位　氏名　（所属・タイム）

参
加
。
午
前
九
時
か
ら
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
渡
邉
町
長
が
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
た
後
、
五
一
中
陸
上
部
の

大
石
健
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
午
前
十
時
か
ら
種
目
別

に
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
も
と
、
木
々
が
赤
や
黄
色
に
色
づ

き
は
じ
め
た
秋
の
五
城
目
町
を
走
り

抜
け
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
沿

道
に
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。



十
月
十
日
、
町
観
光
協
会
ま

つ
り
の
第
三
弾
と
な
る
「
秋
ま

つ
り
」
が
、
朝
市
通
り
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
伊
藤
観
光
協
会

会
長
、
渡
邉
町
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
さ
く
ら
喜
子
さ
ん
の
「
五

城
目
観
光
音
頭
」
で
ス
タ
ー
ト
。

朝
市
通
り
に
設
置
さ
れ
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
山
内
た
け

し
さ
ん
ら
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

や
地
元
出
演
と
な
っ
た
ひ
び
き

の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ス
コ
ッ

プ
三
味
線
」
が
披
露
さ
れ
、
訪

れ
た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

08KOHO GOJOME No.916 2010.11.1

み
ん
な
朝
市
に
来
て
た
ん
せ
！

町
観
光
協
会「
秋
ま
つ
り
」

十
月
十
七
日
、
朝
市
通
り
で

秋
の
朝
市
ま
つ
り
「
き
の
こ
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
朝

市
通
り
は
大
に
ぎ
わ
い
。
店
先

い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
き
の

こ
や
野
菜
な
ど
、
秋
の
味
覚
を

買
い
求
め
て
い
た
ほ
か
、
恒
例

の
だ
ま
こ
も
ち
や
な
め
こ
汁
、

桶
そ
ば
な
ど
の
食
の
コ
ー
ナ
ー

に
も
、
長
い
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
ま
つ
り
で
は
五
小
・

大
小
の
児
童
た
ち
が
野
菜
を
販

売
す
る
体
験
学
習
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秋
田

第
三
十
団
の
子
ど
も
た
ち
が
募

金
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
朝
市

通
り
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
千
代
田
区
と
五
城

目
町
の
児
童
に
、
野
球
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

十
月
二
日
と
三
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
「
千
代
田
区
・
五
城
目

町
学
童
野
球
交
流
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
に
は
、
千
代

田
区
か
ら
区
内
の
野
球
ス
ポ
少

の
児
童
十
八
人
と
指
導
者
ら
が

来
町
。
雀
館
運
動
公
園
野
球
場

で
二
日
間
三
試
合
に
わ
た
り
、

五
城
目
・
大
川
野
球
ス
ポ
少
の

合
同
チ
ー
ム
と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。（
試
合
結
果
：
一
勝

一
敗
一
引
き
分
け
）

秋
の
味
覚
が
一
堂
に
並
ぶ

秋
の
朝
市
ま
つ
り「
き
の
こ
ま
つ
り
」

野
球
で
も
っ
と
交
流
を
深
め
よ
う

千
代
田
区
・
五
城
目
町
学
童
野
球
交
流
会



十
月
八
日
、
農
業
や
環
境
保

全
活
動
を
お
手
伝
い
し
、
交
流

活
動
を
通
し
て
高
齢
者
の
生
活

を
応
援
し
よ
う
と
、
外
資
系
製

薬
会
社
の
「
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ

社
」
が
杉
沢
地
区
で
社
会
貢
献

活
動
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
と

な
っ
た
今
回
の
活
動
で
は
、
杉

沢
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
美
化

活
動
や
「
と
き
め
き
農
園
」
で

の
行
者
ニ
ン
ニ
ク
定
植
作
業
な

ど
を
、「
清
流
の
会
」
の
皆
さ
ん

と
共
同
で
実
施
。
同
地
区
の
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
の
真
剣
な

作
業
で
、
ど
ち
ら
の
場
所
も
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
」
の
皆

さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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十
月
二
日
、
雀
館
運
動
公
園

相
撲
場
で
第
三
十
回
町
小
学
校

相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
回
の
節
目
と
な
っ
た
今

大
会
で
は
、
試
合
に
先
立
ち
大

会
を
通
じ
て
児
童
の
健
全
育
成

な
ど
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
九
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
土
俵
上
で
ち
び
っ
こ

力
士
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
熱
戦

に
、
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
大
会
結
果
は
、
十
八
㌻
「
が

ん
ば
る
人
に
ま
る
」
コ
ー
ナ
ー

に
掲
載
）

十
月
九
日
と
十
日
の
二
日
間
、

三
井
物
産
㈱
の
皆
さ
ん
が
町
を

訪
れ
、
馬
場
目
地
区
山
林
で
の

間
伐
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

同
社
で
は
森
づ
く
り
を
と
お

し
た
環
境
保
全
を
考
え
、
所
有

す
る
森
林
の
継
続
的
な
整
備
に

努
め
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
十
六
名
の
皆
さ
ん
は
、

初
日
に
馬
場
目
地
区
の
社
有
林

で
間
伐
を
体
験
し
た
ほ
か
、
翌

日
は
朝
市
見
学
の
後
、
大
川
地

区
で
子
ど
も
と
保
護
者
が
行
っ

た
ア
キ
ア
カ
ネ
（
赤
ト
ン
ボ
）
の

産
卵
場
づ
く
り
に
も
参
加
。
町

の
自
然
と
文
化
に
直
接
触
れ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
区
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

十
月
三
日
、
第
四
十
六
回
五

城
目
・
上
小
阿
仁
間
駅
伝
競
走

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら

十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
六
区
間
、

三
十
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
を
た
す
き
で
つ
な
ぎ
、

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

ち
び
っ
こ
力
士
が
繰
り
広
げ
る
熱
戦

第
三
十
回
町
小
学
校
相
撲
大
会

大会結果（敬称略）

優　勝
　秋田LSDクラブ
準優勝
　仁井田陸友会
第３位
　五城目陸協
第16位
　町役場競走部

チ
ー
ム
の
思
い
を
た
す
き
で
つ
な
ぐ

五
城
目
・
上
小
阿
仁
間
駅
伝
競
走
大
会

高
齢
者
の
生
活
を
応
援
！

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
の
社
会
貢
献
活
動

森
を
守
り
、育
て
よ
う

三
井
物
産
㈱
の
皆
さ
ん
が
間
伐
体
験
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障
害
者
控
除
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
高
齢
者

（
六
十
五
歳
以
上
）で
、老
い
て
心
身
が
衰
え
、

精
神
ま
た
は
身
体
上
に
障
害
の
あ
る
方
は
、

税
金
の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

控
除
対
象
者
に
な
る
に
は
町
長
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
町

民
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
・
認
定
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
町
民
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５

１
２
８
）、
控
除
額
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
税
務
課
（
☎
８
５
２
・

５
１
４
４
）
ま
で

『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家

族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持につ
いて基本を身につけましょう。

　□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　□□ちゃん
（□□□）

□□　□□くん
（□　□）

『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家

族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持につ
いて基本を身につけましょう。

元気な歯っていいね！
３歳児歯科健康診査

虫歯ゼロ（10月７日健診）

国
民
年
金
保
険
料
の

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」が

十一月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
所
得
税
と

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。今

年
の
一
月
か
ら
九
月
の
間
に
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、十
一
月
上
旬
に「
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
月
か
ら
十
二
月
の
間
に
今
年
は

じ
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来

年
の
二
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
秋
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
８
６
５
・
２
３
９
９
）
ま
で

おいしく食べて
心も元気アップ！
　うつ病は脳のエネルギーが不足
している状態です。
　睡眠と同様に、栄養の偏りもス
トレスへの抵抗力が弱まるため、
脳には大きな影響を与えます。
　食べ物がおいしいこの季節に、
心の健康を考えた栄養補給をしま
しょう。
　 【心の3大栄養素】
タンパク質
　…… 免疫機能や自律神経を調節

してくれます。
ビタミン（ビタミンB群・C・E）
　…… 神経の働きやストレスへの

抵抗を安定させてくれま
す。

ミネラル（カルシウム・マグネシウム）
　…… ストレスの刺激を和らげて

くれます。
町民福祉課　保健師

こころはればれ
通信　　　Vol.49

おいしく食べて

こころはればれ
通信
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子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話してみ
ませんか。
気軽に遊びに来てください。▲

 11月12日㈮、30日㈫
　 もりやまこども園▲

時　間　午前９時30分～
午前11時30分

※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで

園内や園庭で遊ばせたり、保護
者同士が情報交換できる交流で
す。子育ての相談にも応じます。
月ごとに楽しい遊びを用意してい
ますので、ぜひおいでください。▲

対　象　 町内に住む保育園・幼
稚園入園前のお子さん
とその保護者▲

開催日　 11月４日㈭
　　　　　「 クリスマスリース作

り」
　　　　　12月３日㈮
　　　　　「 ミニミニクリスマス

会」▲

場　所　 もりやまこども園▲

時　間　 午前10時～
午前11時30分

※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（☎852・3421）まで

「わんぱーく」に
来てね！

「ちびっこ広場」で
遊ぼうよ！

遊びに
　　おい

でよ

「わんぱ「わんぱ「 く」
もりやまこども園

父
子
家
庭
に
も

「
児
童
扶
養
手
当
」が
支
給
さ
れ
ま
す

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

十
八
歳
到
達
後
、
最
初
の
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
方
（
中
度
以
上
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
方
は
二
十
歳
未
満
ま
で
）
を
扶
養
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

▼
支
給
要
件
は
？

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
、
あ
る
い
は
養
育
者
（
祖
父
母
な
ど
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

❶　
父
母
が
離
婚
し
た

❷　
父
ま
た
は
母
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明

❸　
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

❹　

 

父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
保
護
を
怠
っ

て
い
る

❺　 

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る

❻　 

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

▼
手
当
の
額
は
？

所
得
に
よ
る
支
給
制
限
や
子
ど
も
の
人

数
で
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
新
た
に
対

象
と
な
っ
た
父
子
家
庭
は
、
十
一
月
三
十
日

㈫
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
要
件
に
該
当
し
た

日
の
翌
月
分
（
八
月
以
降
分
）
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
支
給
は
十
二
月
か
ら
で
す
）

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

　
（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）
ま
で

健健 診・診・予 防 接 種予 防 接 種
お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー11月

■　健　　診　■
15日　乳児健康診査
対象　平成22年７月生まれ

12時40分～13時
平成22年１月、４月生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

18日　1歳6か月児健康診査
対象　平成21年１月～３月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

25日　2歳児歯科健康診査
対象　平成20年３月～５月生まれ
受付　12時40分～13時10分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
９日・30日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

10日　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～12時
場所　ケアセンター五城目

町民福祉課　☎８５２・５１８０



♦90歳を迎えられた方（10月20日現在）
9月22日　□□　□□さん（□　　□）
9月25日　□□□□□さん（□　　□）
9月26日　□□　　□さん（□　　□）
10月 7日　□□　□□さん（□□□□）
10月20日　□□□□□さん（□□□□）

夫婦そろってお出かけ

□□□□さん
（□　□）

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に

焼
肉
を
食
べ
る
の
が
大

好
き
だ
と
い
う
□
□
さ

ん
。
国
内
外
を
問
わ
ず
、

夫
婦
そ
ろ
っ
て
た
く
さ

ん
旅
行
を
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
、
現
在
も
奥
さ

ん
と
一
緒
に
湯
治
へ
出

か
け
る
の
が
大
の
楽
し

み
と
の
こ
と
で
し
た
。

元気に畑仕事

□□□□□さん
（□　□）

健
康
の
秘ひ

け
つ訣

は
畑
で

体
を
動
か
す
こ
と
だ
と

い
う
□
□
□
さ
ん
。
八

十
八
歳
ま
で
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
も
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
、「
孫
や
ひ
孫
を

見
る
の
が
一
番
の
楽
し

み
だ
」
と
元
気
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

森山で「ふるさと」を思う

□ □ 　□さん
（□　□）

体
の
調
子
が
い
い
時

は
詩
吟
を
た
し
な
ま
れ

る
と
い
う
□
さ
ん
。「
森

山
」
が
大
好
き
で
、「
町

の
思
い
出
は
や
は
り
森

山
。
軌
道
敷
か
ら
見
え

た
森
山
を
思
い
出
す
と
、

ふ
る
さ
と
を
思
う
」
と
、

「
森
山
」
へ
の
強
い
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「歩くこと」が大事

□□□□さん
（□□□□）

健
康
の
秘ひ

け
つ訣

は
歩
く

こ
と
だ
と
い
う
□
□
さ

ん
。
大
好
き
な
和
菓
子

な
ど
を
買
い
に
、
よ
く

歩
い
て
買
い
物
に
出
か

け
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、

近
く
の
ス
ー
パ
ー
ま
で

の
道
の
り
を
、
約
二
時

間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と

往
復
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

皆さんに感謝

□□□□□さん
（□□□□）

家
族
や
施
設
の
職
員

の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ

と
語
っ
て
く
れ
た
□
□

□
さ
ん
。
入
所
さ
れ
て

い
る
「
榮
寿
苑
」
で
は

皆
さ
ん
の
リ
ー
ダ
の
よ

う
な
存
在
で
、
現
在
も

習
字
や
絵
画
な
ど
の
創

作
活
動
を
続
け
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
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町で90歳を迎えられ
た方をご紹介します

♦90歳を迎えられた方

元気

□□□町で90歳を迎えられ
た方をご紹介します

元気に長生き！

ん
と
一
緒
に
湯
治
へ
出

か
け
る
の
が
大
の
楽
し

は
畑
で

体
を
動
か
す
こ
と
だ
と

さ
ん
。
八

十
八
歳
ま
で
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
も
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
、「
孫
や
ひ
孫
を

見
る
の
が
一
番
の
楽
し

み
だ
」
と
元
気
に
語
っ

これからもお元
気で

※ 掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際に
お知らせください。
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三
つ
の
習
慣

❶
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

❷ 

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
う
。

❸ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

❶ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

❷ 

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
う
。

❸ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消

火
器
を
設
置
す
る
。

❹ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■ 

携
行
缶
に
小
分
け
す
る
場
合
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

配
管
な
ど
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

■ 

タ
ン
ク
の
腐
食
・
劣
化
防
止
な
ど
の
維
持

管
理
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

■ 

定
期
的
に
タ
ン
ク
内
の
灯
油
の
残
量
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

灯
油
携
行
缶
は
「
推
奨
」「
認
定
」
の
ラ

ベ
ル
が
付
い
た
製
品
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
家
庭
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

　

取
り
扱
い

「『
消
し
た
か
な
』　
あ
な
た
を
守
る　
合
言
葉
」

「『
消
し
た
か
な
』
あ
な
た
を
守
る
合
言
葉
」

11
月
７
日
㈰
か
ら
13
日
㈯
は

秋
の
火
災
予
防
運
動

（ 

運
動
期
間
中
は
午
後
六
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
家
族
で
、
そ
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
で
呼
び
か
け
あ
い
、
火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

お問い合わせ先　町消防署（☎852・2028）

高
齢
者
世
帯
へ

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

無
償
給
付
し
ま
す

　

消
防
法
の
改
正
で
一
般
家
庭
へ
も
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、

既
存
の
住
宅
で
も
平
成
二
十
三
年
五
月
三

十
一
日
㈫
ま
で
に
設
置
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
住
宅
火
災
で
の
早
期
発
見
や
逃
げ

遅
れ
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
へ
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
一
個
）
を
無
償
で

給
付
し
ま
す
。
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
次
の
と
お
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対　
　

象　

 

町
内
在
住
で
、
平
成
二
十

三
年
五
月
三
十
一
日
時
点

で
満
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
（
町
営

住
宅
入
居
者
を
除
く
）

▼
申
請
方
法　

 

広
報
「
ご
じ
ょ
う
め
」
と

一
緒
に
配
布
し
た
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
町
消
防
署
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

※ 

申
請
に
行
け
な
い
場
合
は
、
各
町
内

会
の
火
災
予
防
組
合
長
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

十
一
月
十
五
日
㈪
ま
で
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芸術作品の展示や無料体験講習（材料費実費）、芸能
発表のほか、チャリティー茶会・バザーなどが行われ
ます。

▼と　き　11月20日㈯～23日㈫
　　　　　午前10時～午後6時　※ 23日は午後4時まで

▼ところ　五城館

▼イベントスケジュール
　20日㈯　午前11時～
　　　　　  大正琴、舞踊、ギター、ソプラノ独唱、　

フラワーデザインデモンストレーション
　21日㈰　午前10時～午後２時
　　　　　 チャリティー茶会（裏千家）　茶券：300円
　20日㈯～23日㈫　チャリティーバザー

芸術作品の展示や無料体験講習（材料費実費）、芸能 ▼イベントスケジュール

第5回ワンダフルあきたカルチャーフェスティバルin五城目
町内外の芸術・文化が集結

「新米みそたんぽ」店頭実演販売

▼日　時　11月７日㈰　午前11時～

手作り体験教室

▼開催日　11月28日㈰　「クリスマスリース作り」
　　　　　12月12日㈰　「正月飾り・ミニ門松作り」

▼時　間　午前９時30分～

▼講　師　白沢芳一さん（環境と文化のむら）

▼定　員　15人
▼参加費　300円（ドリンク付き）

※ いずれも会場は悠紀の国五城目です。手作り体験教室は、定
員になり次第締め切ります。
※ 都合により、11月29日㈪～12月１日㈬は休業いたします。
（詳細は21㌻に掲載）

「新米みそたんぽ」店頭実演販売

悠紀の国五城目
11月・12月のイベント

楽しいイベントがいっぱい

▼日　時　11月７日㈰　正午から（午前11時開場）

▼場　所　赤倉山荘２階　大広間

▼出　演　円山和子さんと桜龍劇団

▼前売券　2,500円（特製お弁当付き、赤倉山荘にて販売）

▼日　時　11月７日㈰　正午から（午前11時開場）㈰　正午から（午前11時開場）㈰

赤倉山荘「秋の収穫祭」

▼収録日時　11月23日（火・祝日）
　　　　　　午後１時～

▼収録会場　 県児童会館けやきシアター
（秋田市）

▼応募締切　11月10日㈬

▼応募方法　 AABホームページ・AAB携
帯サイトの専用フォーム、
または、はがきにてご応募
ください。

※ 応募者多数の場合は抽選となります。

悠紀悠紀悠紀
1111

楽しいイベントがいっぱい

番組収録の
観覧者を募集中！

あきたふるさと手作りCM大賞2010

お申し込み、お問い合わせ先
悠紀の国五城目（☎879・8411）

問い合わせ先　赤倉山荘（☎854・2969）

問い合わせ先
秋田朝日放送販促事業部
（☎888・1505）

問い合わせ先　あべ（☎090・3364・6467）

おもて うら

〒010－0941
・氏　　名

・郵便番号

・住　　所

・電話番号

・年　　齢

・職　　業

・観覧希望人数

「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」　
　
　

観
覧
希
望　

係

秋
田
市
川
尻
大
川
反

　
　
　
　
　

秋
田
朝
日
放
送



大切な「命」を守るため　災害に備えましょう！
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▼日　時　11月11日㈭　午前９時40分～正午

▼場　所　本町部全域

　いざ災害が起こった時、速やかな防災活動を行い皆
さんの安全を守るとともに、一人ひとりがしっかりと
行動できるよう、本町部を会場に総合防災訓練を開催
します。
　今回の総合防災訓練は、地震が発生したあと、地震
の揺れにより各地で火災が発生した場合を想定し、各
施設や町内会などで避難訓練や消火訓練を行うほか、
救命講習や安否確認体験、炊き出し訓練なども実施し
ます。
　大切な「命」を守るため、ぜひ参加・参観してくだ
さい。

訓練にご協力ください
　・緊急車両が走行し、サイレンが鳴ります。
　・一部道路が通行止めとなります。

▼日　時　11月11日㈭　午前㈭　午前㈭ ９時40分～正午

総合防災訓練を開催します
平成22年度県消防協会男鹿潟上南秋支部

▼日　時　11月28日㈰　午後１時30分～

▼会　場　上小阿仁村生涯学習センター

GOJOME夢舞明人
第11回発表会

ム ー ブ メ ン ト

　このたび、遺族の方が年金形式で受け取る生命保
険金のうち、相続税の課税対象となった部分は所得
税の課税対象にならないこととなりました。
　この変更で、納めすぎとなっている所得税が還付
される場合がありますので、還付の請求や確定申告
などの手続きをしてくださるようお願いします。

※ 対象の有無や還付手続きについては、国税庁ホー
ムページ（http://www.nta.go.jp）をご覧いただ
くか、秋田北税務署へお問い合わせください。

　このたび、遺族の方が年金形式で受け取る生命保

課税取り扱いが
変わりました

遺族が年金形式で受け取る生命保険金の

問い合わせ先　役場町民福祉課（☎852・5112）

問い合わせ先　GOJOME夢舞明人
代表　舘岡（☎852・3627）

問い合わせ先
秋田北税務署（☎845・1161）

【防災訓練実施場所】
1．役 　 　 場…… 災害対策本部設置訓練　　　　

避難・通報・消火訓練
2．J A あ き た 湖 東……避難・通報・消火訓練
3．もりやまこども園……避難訓練
4．五 城 目 小 学 校……避難・通報訓練、救出・搬送訓練
5．朝 市 通 り…… 避難・通報訓練　　　　　　　

火災・飛び火防ぎょ訓練
6．小 池 町……初期消火訓練
7．御 蔵 町…… 初期消火訓練・救命講習　　　

住宅用火災警報器展示説明　　
安否確認体験コーナー

8．森 山 荘……避難誘導訓練
9．雀 館 運 動 公 園…… 有害物資検知・避難誘導訓練　

原野火災防ぎょ訓練
10．町 民 セ ン タ ー……炊き出し訓練
11．そ の 他……広報訓練、交通規制訓練



16KOHO GOJOME No.916 2010.11.1

朝市通り周辺のまちづくり
▼都市再生整備計画事業の事後評価原案を公表します

　平成18年度から朝市通り周辺で実施していた都市再
生整備計画事業（旧まちづくり交付金事業）が、今年
度で完了します。
　この事業では、赤レンガ倉庫の再整備などを実施し
ましたが、このたび事業効果を検証するための事後評
価原案を作成しましたので、町民の皆さんに公表しま
す。
　つきましては、今後のまちづくりの参考にさせてい
ただきたいと考えていますので、評価原案についての

ご意見をお聞かせください。
　なお、事後評価原案は町ホームページまたは役場２
階の産業課で閲覧できます。

▼閲覧・受付期間　11月１日㈪～15日㈪

※ ご意見は、電話・ファックス・電子メール・郵送・
直接持参のいずれかの方法でお寄せください。
※お問い合わせは、役場産業課（☎852・5222）まで

▼朝市通り周辺地区での取り組みを紹介します

▼まちづくりの目標
　目標を次のとおり設定しました。

小目標❶　 　歴史的地域資源である朝市の集客を活
用した観光交流拠点の形成等によるにぎ
わい創出

小目標❷　 　安全に回遊できる「ぬくもり」と「に
ぎわい」ネットワークの形成による街な
かへの誘客

小目標❸　 　少子高齢化に対応したコミュニティづ
くりによる地域交流の活性化

▼事業箇所・内容
　朝市通り周辺地区で、以下の整備を行いました。

大目標　 　朝市をはじめとした歴史的地域資源を活
用し、観光・地域交流を促進することによ
る中心市街地の活性化

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
再
整
備

下
タ
町
線
の
整
備

ま
ち
な
か
サ
イ
ン
整
備（
ア
ー
チ
）

整備後

整備前

赤レンガ倉庫の再整備

下タ町線の整備

まちなかサイン整備（アーチ）

●……サイン（予定）
　　　（15か所）
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▼期　　間　11月30日㈫まで

▼開館時間　午前９時～午後４時

▼入 場 料　一般　210円、小・中学生　100円

※お問い合わせは、役場産業課（☎852・5222）まで

４月から運行している「五城目町循環バス」は、11月からネコバリ
岩方面への運行を休止し、下記のとおりバス時刻を変更します。皆さん
の買い物や町内の温泉へのアクセスに、今後もぜひご利用ください。

▼料　金　１回：500円、１日券：1,000円（乗り放題）

※「五城目町循環バス」は土・日・祝日のみの運行です。

《五城目　⇔　イオンスーパーセンター時刻表》 
五城目バス
ターミナル発

イオンスーパー
センター着

イオンスーパー
センター発

五城目バス
ターミナル着

9：15 9：20 9：25 9：30

10：25 10：30 10：35 10：40

11：25 11：30 11：35 11：40

12：25 12：30 12：35 12：40

13：45 13：50 13：55 14：00

14：45 14：50 14：55 15：00

15：55 16：00 16：05 16：10

16：45 16：50 16：55 17：00

平ノ下　⇔　赤 倉 山 荘

平ノ下発 赤倉山荘着 赤倉山荘発 平ノ下着

9：48 10：18 11：34 12：04

落　合　⇔　湯の越の宿

落 合 発 湯の越の宿着 湯の越の宿発 落 合 着

10：23 10：43 15：29 15：49

小川口　⇔　小 倉 温 泉

小川口発 小倉温泉着 小倉温泉発 小川口着

10：47 10：58 15：14 15：23

イオンスーパーセンター、赤倉山荘、湯の越の宿では、
乗車券の提示でお得なサービス特典もご用意しています。

問い合わせ先　秋田中央トランスポート五城目営業所（秋田中央交通五城目営業所内）　☎852・2110

ご利用ください！「五城目町循環バス」 土
・
日
・
祝
日

好
評
運
行
中
!!

《全ルート時刻表》 

杉っこコース（馬場目経由）
五城目
BT

イオン
五城目店

五城目
BT

杉沢上丁 赤倉山荘 湯の越の宿 小倉温泉 道の駅着 道の駅発 朝市通り
五城目
BT

イオン
五城目店

五城目
BT

9：15 9：25 9：30 10：00 10：18 10：43 10：58 11：04 11：14 11：24 11：25 11：35 11：40

13：45 13：55 14：00 14：30 14：48 15：13 15：28 15：34 15：44 15：54 15：55 16：05 16：10

湯っこコース（富津内経由)
五城目
BT

イオン
五城目店

五城目
BT

朝市通り 道の駅 小倉温泉 湯の越の宿 赤倉山荘 杉沢上丁
五城目
BT

イオン
五城目店

五城目
BT

10：25 10：35 10：40 10：41 10：48 10：54 11：09 11：34 11：52 12：25 12：35 12：40

14：45 14：55 15：00 15：01 15：08 15：14 15：29 15：54 16：12 16：45 16：55 17：00

とってもお得！

イオンスーパーセンター１日券は300円
例えばこんなご利用ができます

土
・
日日
・
祝

４月から運行している「五城目町循環バス」は、11月からネコバリ

ご利用ください！「五城目町循環バス」ご利用ください！「五城目町循環バス」
好
評
運
行
中

好
評
運
行
中

好
評
運
行
中

11月からルートと時刻が変わります

「和光会展」五城目城で開催中！



 3／ 五城目第一中学校竣工式（同校体育館）
4／ 秋田地域「移動振興局」（役場）
9／ 男鹿市・潟上市・南秋田郡生涯学
習奨励員協議会セミナー（町民セン
ター）、市町村総合事務組合議会臨
時会（秋田市）

11／ 男鹿潟上南秋支部総合防災訓練
（全町）、県知事と市町村長との行
政懇談会（秋田市）

12／ 市町村職員共済組合保養所対策
委員会（秋田市）

18／ 全国過疎地域自立促進連盟定期
総会、県過疎地域自立促進協議
会懇談会（東京都）

23／ ふるさと五城目会第22回総会・
懇親会（東京都）

25／ 税務懇談会（五城館）
29／ あきたリッチセミナー　in
TOKYO（東京都）

五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（９月）

分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会 費 2件
第47回県消防操法大会報告会
県町村会理事会懇親会

12,000円

その他 4件

第47回県消防操法大会報告会
千代田区・五城目町住民交流懇親会
西野住民交流会
西野町内会祭典

15,500円

合 計 6件 27,500円

平成22年４月～９月の合計 484,840円

　

町長の主な予定（11月）
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（
敬
称
略
）

第
７
回
全
国
少
年
相
撲
選
手
権
大
会

◆
団　

体

　

▼
ベ
ス
ト
８　

石
川　

大
治
（
五
一
中
２
年
）

第
４
回
東
北
中
学
校
相
撲
つ
が
る
市
大
会

◆
団　

体

　

▼
優　

勝　

石
川　

大
治
（
２
年
）

第
62
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
学
校
秋
季
体
育
大
会

◆
野　

球　

▼
第
３
位

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

▼
第
３
位

◆
陸
上
男
子
総
合　

▼
第
３
位

◆
陸
上
男
子
個
人

　

❖
共
通
１
１
０
ｍ
Ｈ

　
　

▼
第
２
位　

畠
山　

朔
一
（
２
年
）

　

❖
共
通
２
０
０
ｍ

　
　

▼
第
３
位　

小
林　

竜
輝
（
２
年
）

　

❖
共
通
８
０
０
ｍ

　
　

▼
第
３
位　

鐙　
　

健
幸
（
２
年
）

　

❖
１
年
１
５
０
０
ｍ

　
　

▼
第
３
位　

渡
部　

晴

　

❖
共
通
３
０
０
０
ｍ

　
　

▼
第
３
位　

鐙　
　

健
幸
（
２
年
）

　

❖
共
通
４
０
０
ｍ
Ｒ

　
　

▼
第
２
位　

鐙
、
西
井
、
佐
藤
、
畠
山

　

❖
１
年
４
０
０
ｍ
Ｒ

　
　

▼
第
３
位　

石
井
、
松
橋
、
渡
部
、
加
賀
谷

　

❖
共
通
走
り
幅
跳
び

　
　

▼
第
１
位　

西
井　

大
樹
（
２
年
）

　

❖
共
通
走
り
高
跳
び

　
　

▼
第
２
位　

伊
藤　

圭
吾
（
２
年
）

　
　

▼
第
３
位　

佐
藤　

佑
哉
（
２
年
）

◆
陸
上
女
子
総
合　

▼
第
３
位

◆
卓
球
男
子
団
体　

▼
準
優
勝

◆
卓
球
男
子
個
人　

▼
優　

勝　

齊
藤　

柊
平
（
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　

▼
第
３
位　

一
関　
　

拓
（
２
年
）

◆
卓
球
女
子
団
体　

▼
優 

勝

◆
卓
球
女
子
個
人　

▼
第
３
位　

佐
藤　

彩
花
（
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田
石
実
菜
（
２
年
）

◆
剣
道
女
子
団
体　

▼
準
優
勝

◆
剣
道
女
子
個
人　

▼
準
優
勝　

越
高
ゆ
う
き
（
２
年
）

◆
柔
道
男
子
個
人

　

❖
50
㎏
級　

▼
第
３
位　

内
藤　

信
康
（
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
玉　

壮
太
（
１
年
）

　

❖
55
㎏
級　

▼
第
３
位　

畑
澤　

和
城
（
１
年
）

◆
柔
道
女
子
個
人

　

❖
52
㎏
級　

▼
優　

勝　

佐
々
木
ゆ
き
乃
（
１
年
）

第
54
回
県
森
山
登
山
競
技
会

◆
男
子
団
体　

▼
優　

勝　

 

五
一
中
野
球
部
２
年
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

▼
準
優
勝　

五
一
中
野
球
部
１
年
チ
ー
ム

◆
男
子
個
人　

▼
優　

勝　

渡
邉　

智
彦
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

▼
第
２
位　

櫻
庭　

敦
弥
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

▼
第
３
位　

鐙　
　

健
幸
（
五
一
中
２
年
）

◆
女
子
団
体　

▼
優　

勝　

 

五
一
中
女
子
バ
ス
ケ
部

Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

▼
準
優
勝　

 

五
一
中
女
子
バ
ス
ケ
部

Ａ
チ
ー
ム

◆
女
子
個
人　

▼
優　

勝　

池
田　

真
央
（
五
一
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　

▼
第
２
位　

伊
藤　

美
紀
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

▼
第
３
位　

野
村　

麗
美
（
五
一
中
１
年
）

第
26
回
県
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

◆
小
学
３
〜
４
年
生
の
部　

26
㎏
級

　

▼
第
２
位　

越
髙　
　

梁
（
五
小
４
年
）

◆
小
学
１
〜
２
年
生
の
部　

20
㎏
級

　

▼
第
２
位　

越
髙　

愛
香
（
五
小
２
年
）

第
８
回
学
童
親
善
野
球
大
会

　

▼
準
優
勝　

五
城
目
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
39
回
男
鹿
市
民
卓
球
大
会

◆
ジ
ュ
ニ
ア
１
部

　

▼
第
３
位　

五
城
目
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

第
30
回
町
小
学
校
相
撲
大
会

◆
団
体
の
部

　

▼
優　

勝　

馬
小

　

▼
準
優
勝　

五
小
Ｂ
チ
ー
ム

　

▼
第
３
位　

五
小
Ａ
チ
ー
ム

◆
個
人
６
年
生
の
部

　

▼
優　

勝　

石
井　

秀
樹
（
馬
小
）

　

▼
準
優
勝　

齊
藤　

陽
季
（
馬
小
）

　

▼
第
３
位　

齊
藤　

裕
太
（
馬
小
）

◆
個
人
５
年
生
の
部

　

▼
優　

勝　

宮
崎　

恭
輔
（
馬
小
）

　

▼
準
優
勝　

若
山　

純
平
（
五
小
）

　

▼
第
３
位　

内
藤　

信
行
（
馬
小
）

◆
個
人
４
年
生
以
下
の
部

　

▼
優　

勝　

佐
々
木
貴
将
（
馬
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

渡
部　

平
司
（
五
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　

一
関　

宇
慧
（
五
小
３
年
）

全
国
俳
句
大
会
・
第
53
回
秋
田
市
短
詩
型
大
会

◆
選
集
作
品　

山
口　

莉
子
（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

小
玉　

麻
衣
（
五
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

小
玉　

華
乃
（
五
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

小
玉
悠
妙
歌
（
五
小
４
年
）

第
34
回
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
秋
田
支
社
コ
ン
ク
ー
ル

◆
小
学
５
・
６
年
生
部
門

　

▼
努
力
賞　

田
中　

耕
心
（
五
小
５
年
）

　

▼
佳　

作　

加
藤　

純
太
（
五
小
５
年
）

◆
小
学
３
・
４
年
生
部
門

　

▼
優
秀
賞　

布
川　
　

歩
（
五
小
３
年
）

　

▼
努
力
賞　

舘
岡　

秀
太
（
五
小
３
年
）

　

▼
佳　

作　

石
井　

睦
乃
（
五
小
３
年
）

第
40
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
児
童
・
生
徒

理
科
研
究
発
表
大
会

　

▼
優
秀
賞　

伊
藤　

真
由
（
五
小
６
年
）



【学校校務員】

▼募集人数　１人

▼仕事内容　 校地内の草刈り、校舎等の修理・修繕、冬期間の除
雪作業

▼勤務期間　12月１日㈬～平成23年３月31日㈭
（期間の延長あり）

　　　　　　※12月27日㈪～平成23年１月25日㈫
（学校冬季休業期間）は雇用中断

▼勤務時間　1日8時間

▼基本賃金　5,200円（日額）　社会保険・雇用保険加入

▼必要な資格・技術など　普通自動車運転免許

▼雇用条件　11月１日現在で65歳未満の方

※11月12日㈮まで、役場総務課へ履歴書を持参してください。
※お問い合わせは、役場総務課（☎852・5332）まで。

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
副
会
長　

伊　
藤　
春　
男　

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
（
十
月
現
在
の
会

員
数
三
百
七
十
二
名
）
は
、
会
員
間
の
親

睦
と
情
報
交
流
を
は
か
る
た
め
に
、
平
成

七
年
七
月
に
会
報
誌
「
や
ま
ゆ
り
」
を
創

刊
し
ま
し
た
。
以
降
、
年
三
〜
四
回
の
発

行
を
続
け
、
今
年
二
月
に
第
五
十
号
の
記

念
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
今
で
は
発
行
部

数
が
千
二
百
部
に
達
し
、
会
員
は
勿
論
の

こ
と
、
千
代
田
区
や
五
城
目
町
の
皆
様
に

も
広
く
読
者
層
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

発
行
を
重
ね
る
毎
に
工
夫
を
こ
ら
し
、

内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
十
月

発
行
の
「
や
ま
ゆ
り
第
五
十
二
号
」
で
は

表
紙
に
五
城
目
町
の
豊
か
な
自
然
、
山
や

川
。
そ
し
て
伝
統
あ
る
朝
市
の
風
景
。
ペ
ー

ジ
を
開
く
と
お
盆
に
帰
省
し
た
時
の
「
心

に
染
み
た
ふ
る
さ
と
の
温
か
さ
」「
姉
妹
都

市
交
流
を
深
め
る
た
め
に
」「
こ
こ
ろ
の
原

風
景
」「
限
界
集
落
の
元
気
再
生
へ
の
挑
戦
」

「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」「
が
ん
ば
っ
て
ま
ー

す
」「
五
城
目
歳
時
記
」「
五
城
目
の
む
か

し
話
」
等
々
、
話
題
が
豊
富
で
す
。
会
報

を
通
じ
て
、
五
城
目
町
の
皆
様
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
頑
張
っ
て
い
る
様
子
な
ど
、
手
に

と
る
よ
う
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
十
五
号
〜
第
四
十
三
号
ま
で
は
各

地
域
の
小
学
校
を
特
集
し
ま
し
た
。
反
響

は
大
き
く
、
多
く
の
方
々
か
ら
激
励
を
頂

き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
遠
く
離
れ
て
暮

ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、
小
学
校
は
心
の

支
え
で
あ
り
原
点
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

世
の
中
に
は
数
多
く
の
ふ
る
さ
と
会
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
年
三
回
以
上
の
会
報

を
発
行
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
会
は
そ
れ
程

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
会
報
や
ま
ゆ
り
」
は

掲
載
す
る
内
容
か
ら
し
て
我
が
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
育
て
て
頂
い
た
の
も

会
員
の
皆
様
や
五
城
目
町
、
千
代
田
区
の

皆
様
の
お
陰
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
で
は
役
場
や
公
民
館
な
ど
の
公
共

施
設
に
「
会
報
や
ま
ゆ
り
」
を
広
報
棚
等

に
備
え
付
け
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
手
に
と
っ
て
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

き
っ
と
何
か
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
間
の
交
流
が
広
が
り
、

五
城
目
町
や
千
代
田
区
の
情
報
が
行
き
交

う
よ
う
な
会
報
誌
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
協

力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
会
報
や
ま
ゆ
り
」

「やまゆり52号」の表紙

　

【　

短 　

歌　

】

在
り
し
日
の
父
と
姉
と
が
語
ら
い
の

短
歌
に
ひ
か
れ
わ
れ
も
学
び
ぬ

 

築
地
町　
八
木
下
み
き
ゑ

電
話
口
の
声
弱
々
し
知
ら
ぬ
間
に

友
入
院
の
つ
ら
さ
を
語
る

 

長　

町　
　

鍋
谷
フ
ク
枝

母
の
世
は
貧
し
く
あ
り
ぬ
病
み
て
よ
り
も

雑
巾
縫
い
て
は
子
の
た
め
尽
く
し
ぬ

 

上
田
町　
　

阿
部　

み
わ

昨
日
の
こ
と
明
日
の
こ
と
よ
り
今
日
の
日
よ

見
え
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
い

 

浅
見
内　
　

畑
澤　

英
子

　

【　

俳 　

句　

】

火
の
近
く
頬
の
火
照
り
し
薪
能

 

長　

町　
　

大
島
つ
む
ぎ

南
無
父
の
ぬ
く
も
り
知
ら
ず
秋
彼
岸

 

浦
大
町　
　

北
嶋
美
保
子

夜
ご
も
り
や
相
撲
の
子
等
の
脛
長
し

 

上
田
町　
　

石
井
美
智
子

飛
ぶ
や
と
ぶ
待
宵
草
の
汽
車
の
窓

 

寺　

庭　
　

石
井　

テ
ツ

　

【　

川　
 

柳　

】

木
枯
ら
し
の
街
で
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
に
な
る

 

一
番
町　
　

加
藤　

星
花

奇
跡
で
は
な
か
っ
た
葦
の
力
瘤

 

谷
地
中　
　

佐
藤　

榮
子

三
畳
に
姿
見
が
あ
る
妻
の
城

 
長　

町　
　

鍋
谷　

福
枝

年
輪
の
垢
を
こ
ま
め
に
洗
う
日
々

 
畑　

町　
　

一
関　

北
柳

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸
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臨時的任用職員を募集します！



申し込み・問い合わせ先　役場総務課（☎852・5332）

献血のお願い

　献血車が下記の日程で町を巡回しま
す。ぜひ献血にご協力ください。▲

11月17日㈬
　午前９時30分～午前11時
　……役　　場
　午後０時10分～午後１時
　……五城目警察署
　午後１時15分～午後２時30分
　……湖東老健
　午後２時45分～午後４時30分
……イオンスーパーセンター五城目店

秋田地域合同就職面接会を開催

▲

日　時　11月11日㈭
　　　　　午後1時30分～午後3時30分▲

会　場　ホテルメトロポリタン秋田
※ 面接をご希望の方は、履歴書を持参
ください。
※ 雇用保険受給中の方は、受給資格者
証を持参ください。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲
香典返しに代えて
・ 9月24日　５万円　□□□□さん
　□　□　（亡き母　□□さん）
・10月 6日　５万円　□□□□さん
　□　□　（亡き父　□□さん）▲

寄附金
・10月 4日　4,264円　ひだまり会

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）
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交通事故の発生件数は、午後４時から午後６時までが
最も多くなっています。午後４時を目安に、早めのライ
ト点灯を心がけましょう。

❖運動の重点目標

◉「午後４時」を目安とした早めのライト点灯の促進
◉ 全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい着用の徹底

「４時からライト＆
乗ったらベルト」運動実施中
11月１日（月）～11月30日（火）

平成22年飲酒運転等追放競争　17位（全県25市町村・平成22年9月末現在）

町 有 土 地 を 払 い 下 げ ま す
　次の町有土地を払い下げますので、ご希望の方は11月
30日㈫まで、役場総務課へお申し込みください。なお、
払い下げは原則として１筆単位とします。
〔物件１〕

▲

所　在　西磯ノ目二丁目3番2　 　 　 　 　 ▲

地　積　145.0㎡　 　 　 　 　 ▲

地　目　田（登記簿上）

〔物件２〕

▲

所　在　内川浅見内字堂ノ下147番1　 　 　 　 　 ▲

地　積　194.0㎡　 　 　 　 　 ▲

地　目　田（登記簿上）
〔物件３〕

▲

所　在　内川浅見内字堂ノ下186番2　 　 　 　 　 ▲

地　積　275.0㎡　 　 　 　 　 ▲

地　目　田（登記簿上）

町の人権擁護委員を紹介します
人権擁護委員は、地域の中で人権侵害が起

きないよう見守りながら、皆さんが抱える人
権についての問題や要望をお聞きし、相談や
助言を行っています。
10月１日から新たに石井正さん（雀舘）

と畠山延子さん（新里町）が任命され、町で
は現在５人の方が活動されています。

人権擁護委員

（新任）　石井　　正さん（雀　舘）
（新任）　畠山　延子さん（新里町）
　　　　　藤本　正善さん（今　町）
　　　　　廣幡　　力さん（西　野）
　　　　　今村多恵子さん（小池町） 新任の畠山さん

新任の石井さん

問い合わせ先
役場町民福祉課（☎852・5180）

問い合わせ先
ハローワーク秋田（☎864・4111）



公営住宅の入居者を募集

▲

申し込み資格
　・月額所得15万８千円以下の方
　・ 同居家族がいて住宅に困きゅうさ
れている方

　・ 申込者または同居親族が暴力団員
でないこと

（舟付場住宅）▲

住　　宅　１号（ 木造平屋建、築21
年、浴室あり、浴槽・
風呂釜なし）▲

場　　所　大川大川字下川原36－8▲

家賃月額　16,500円～24,600円
（所得によって異なります）▲

敷　　金　家賃月額の３か月分▲

入居予定日　12月１日㈬
※ 募集は11月15日㈪まで。申込用紙は
役場２階の建設課に準備しています。

「三平の家」は11月８日㈪から
冬季休業します

　馬場目北ノ又の「三平の家」は、11
月８日㈪から冬季休業します。たくさ
んのご来場、ありがとうございまし
た。なお、再開は来年の４月初旬を予
定しています。

悠紀の国五城目
売場改装等のため休業します

　悠紀の国五城目では、直売所の売場
改装や店内清掃作業などのため、11月
29日㈪～12月１日㈬の３日間休業さ
せていただきます。
　なお、12月２日㈭からは通常営業に
戻りますので、よろしくお願いします。

戦後強制抑留者の皆さんへ

　シベリア戦後強制抑留者への特別給
付金の請求受付が、10月25日から始
まりました。当基金から対象者に請求
書類をお送りしていますが、まだお手
元に届いていない方はご連絡ください。▲

対 象 者　 戦後強制抑留者で、平成
22年６月16日時点で日本
国籍を有するご存命の方▲

受付期間　平成24年3月31日㈯まで

企業在職者への各講習会を開催

エクセル業務活用（Excel2007）▲

日　時　 11月16日㈫、17日㈬
　　　　　午前９時～午後４時▲

会　場　秋田技術専門校（秋田市）▲

受講料　2,100円（テキスト代）▲

受付期間　11月８日㈪まで▲

定　員　10人
パワーポイント入門（PowerPoint2007）▲

日　時　11月25日㈭、26日㈮
　　　　　午前９時～午後４時▲

会　場　秋田技術専門校（秋田市）▲

受講料　2,100円（テキスト代）▲

受付期間　11月15日㈪まで▲

定　員　10人
職長・安全衛生責任者教育▲

日　時　12月７日㈫、８日㈬
　　　　　午前９時～午後４時▲

会　場　職業訓練センター（秋田市）▲

受講料　5,000円（テキスト代）▲

受付期間　11月25日㈭まで▲

定　員　30人
※ お申し込み、お問い合わせは上記連絡
先まで。定員になり次第締め切ります。

屋内温水プールのお知らせ

　11月７日㈰は、NHK杯全県選抜小
学校水泳大会が行われるため、屋内温
水プールを利用できません。

パソコン教室受講生を募集

ワードでつくる年賀状▲

会　場　中央公民館▲

期　日　11月16日㈫、17日㈬
　　　　　　　24日㈬、25日㈭▲

時　間　午後6時30分～午後8時30分▲

定　員　10人
※ 11月５日㈮より申し込みを受け付け、
定員になり次第締め切ります。

自衛官採用試験のお知らせ
▲

受験資格　 平成６年４月２日から平
成８年４月１日までに生
まれた男子▲

受付期間
　一般　平成23年１月７日㈮まで
　推薦　平成23年１月６日㈭まで▲

試験日
　一般　平成23年１月22日㈯
　推薦　平成23年１月15日㈯

～17日㈪の指定する１日
※詳細は上記問い合わせ先まで。

訪問看護職員を募集

▲

募集人数　若干名▲

給　　与　当協議会給与規定による
※ 勤務の内容や待遇などの詳細につい
てはお問い合わせください。

ＪＡあきた湖東

JAーSS灯油キャンペーン実施中!! ［12/30まで］
❶ 灯油100ℓ以上を購入された方　❷ 新規に灯油の定期配送を申込された方
❸ ホームタンクを購入された方　いずれかに該当しますと応募券を差し上げます!!

商品と当選本数（県内分）は
　液晶テレビ40型 …………… 5本
　北東北各地の特産品 …… 300本

【応募締切：平成23年1月11日消印有効】

五城目給油所・飯田川給油所へ

詳しい内容は
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問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
役場産業課（☎852・5222）

問い合わせ先
平和祈念事業特別基金事業部
（☎0570・059・204　　　　
　または　☎03・5860・2748）

問い合わせ先
悠紀の国五城目（☎879・8411）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）

問い合わせ先：秋田技術専門校
職業訓練センター（☎824・2548）

問い合わせ先
屋内温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・米沢町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2010年 12月ごみ収集日程表

平成22年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　石井　瑠夏さん）

守ろうよ　みんなの地球と　自分の未来

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
十
二
月
二
十
三
日
㈭
天
皇
誕
生
日
は
、可
燃

ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
の
冷
蔵

庫
、家
庭
用
冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、洗
濯

機
、衣
類
乾
燥
機
の
収
集
は
、家
電
製
品
取
扱

店
ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受

付
け
ま
す
。（
8
０
１
２
０
・
５
３
７
９
１
５
）

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

町
民
福
祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

1日・15日（水）（全町）

12日・16日・19日
13日・16日・20日
27日・30日

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日・31日

11日・14日・18日
11日・15日・18日
22日・25日・29日

11日（土）

25日（土）

13日（月）

14日（火）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

27日（月）

28日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）
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なまえ

なまえ

不
法
投
棄
禁
止

美
し
い
郷
土
は
み
ん
な
の
力
で
！

◆ 

不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
！

　

皆
さ
ん
の
力
で「
地
域
の
環
境
」を
守
り
ま
し
ょ
う

▼ 

不
法
投
棄
し
た
者
に
は
、五
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
、一
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

▼ 

土
地
所
有
者
・
管
理
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

　

 

私
有
地
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
場
合
は
、
土
地

所
有
者
や
管
理
者
は
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
場
所
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
割
れ
物
や
刃
物
の
出
し
方

　

 

ガ
ラ
ス
・
蛍
光
灯
な
ど
の
割
れ
物
や
、
包
丁
・

ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
を
出
す
と
き
は
、

　

1　

 

新
聞
紙
に
包
む
。（
肥
料
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
）

　

2　
新
聞
紙
に
中
身
の
名
前
を
書
く
。

　

3　

 

外
か
ら
中
身
の
名
前
が
見
え
る
よ
う
、
ご
み

袋
に
入
れ
る
。

◉ 

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

◆ 

電
気
式
の
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

（
屋
内
・
屋
外
用
）
を
購
入
し
た
方
に
、
購
入

額
の
二
分
の
一
（
限
度
額
＝
電
気
式
二
万
円
・

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
三
千
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

ご
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福
祉

課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

し
っ
か
り
覚
え
て

き
れ
い
な
町
に！



日 月 火 水 木 金 土

車輌販売・車検一般整備・板金塗装・各種保険・カー用品取付販売・ポリマー加工・バイク修理

今野尚之 南秋田郡五城目町一番町　☎（018）852－2059雪の降り始めは作業が大変混み合います。お早めにご来店ください。

タイヤ交換ワイパー交換は当店で！
11月は冬タイヤ
装着月間です
万が一のためにも
早めの交換を
おススメします （消費税込み）

2ＷＤ・5ＭT

アルトセダンＦ
ハッピーパックで！

86万円

五城目町●
役場　

●
五城館

五城目署●

馬
場
目
川

285

〕
　
〔

〕　〔〕　〔

馬城橋

16

22

13

６

20

５

19

10

３

24

11

18

25

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

12月1日
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●だ CM14：50
（秋田朝日放送）

28

2726

11月1日

23

８

14

７

２

3029

○ 県消防協会男鹿
潟上南秋支部防
災訓練（全町・

9：40～）

●だ C M 5：2 2
（秋田朝日放送）

○ 食育の日　

●だ CM14：50
（秋田朝日放送）

●だ CM10：35
（秋田朝日放送）

３

○ 県央地区スポー
ツクラブ交流会
（雀館運動公園・

8：30～）

●だ C M 7：0 0
（秋田朝日放送）

○ 税務懇談会（五
城館・14：00～）

●だ CM16：53
（秋田朝日放送）

○ 朝市健康相談室
（赤レンガ倉庫
跡地建物・

10：00～）

●だ C M 5：2 2
（秋田朝日放送）

○ 朝市健康相談室
（赤レンガ倉庫
跡地建物・

10：00～）

○ 文化の日
○ 五一中竣工式・
記念行事
（10：00～）

○ 秋の火災予防週間
（13日まで）
○ NHK杯全県選抜
小学校水泳大会
（屋内温水プール・

9：30～）
○ 救急救命教養研修
（馬川交流セン
ター・9：00～）

●だ CM18：00
（秋田朝日放送）

○ 朝市健康相談室
（赤レンガ倉庫
跡地建物・

10：00～）

○ 馬場目小学校学
習発表会

（9：00～）

○ 勤労感謝の日
○ ふるさと五城目
会第22回総会
（千代田区・

11：30～）
○ 五城目幼稚園発
表会（9：30～）

○ 町内対抗ドッチ
ビー大会（広域
五城目体育館・

9：00～）

○ 火災予防組合全
町防火キャラバ
ン（13：00～）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.176

おたんじょうおめでとうございますおくやみ申し上げます

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成22年９月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,030 （－09） （－194）
（男） 5,150 （－05） （－104）
（女） 5,880 （－04） （－090）
世　帯 4,145 （＋02） （－001）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

□　　　□　□ちゃん ９月18日 □□・□□□ 紀久栄町

□　□　□　□ちゃん ９月19日 □　□・□　□ 舘　　越

□　□　□□□ちゃん ９月26日 □□・□□□ 大川１区

□　□　　　□ちゃん ９月29日 □□・□□□ 黒土２区

□　□　□　□ちゃん ９月30日 □　□・□　□ 黒土１区

「 思いやりのある
女の子に育ってネ♥」
　　お父さん、お母さんより

広
報

平
成
2
2
年
1
1
月
１
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.916　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342 　6
018（

852）3151 　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

□　□　□　□さん 71歳 9月 2日 長　　町

□　□　　　□さん 84歳 9月14日 新　　町

□　□　□　□さん 89歳 9月15日 上樋口（上）

□　□　□□□さん 89歳 9月19日 谷　地　中

□　□　□　□さん 78歳 9月19日 上　山　内

□　□　□　□さん 92歳 9月21日 下　山　内

□　□　□　□さん 70歳 9月27日 大川３区

□　□　□　□さん 78歳 9月30日 大川２区

□　□　□　□さん 78歳 9月30日 大川３区
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▼
五
城
目
町
が
誕
生
し
て
か

ら
、
今
年
で
五
十
五
年
。
町
で

は
十
月
三
十
一
日
に
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
併
せ
て

「
五
城
目
町
の
未
来
」
に
つ
い

て
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の
小
中

学
生
か
ら
作
文
を
募
集
し
、
最

優
秀
作
品
を
朗
読
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
作
文
は
５
㌻
に
掲

載
）
子
ど
も
た
ち
の
作
文
を
読

む
と
、
当
時
の
自
分
と
比
べ
、

町
へ
の
し
っ
か
り
と
し
た
思

い
、
そ
し
て
町
に
つ
い
て
の
知

識
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
▼
実
は

私
も
少
し
ば
か
り
、
仕
事
の
中

で
町
に
つ
い
て
再
勉
強
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
作
文
と
同

じ
く
、
式
典
と
併
せ
て
発
行
し

た
記
念
誌
「
五
城
目
町
55
年
の

あ
ゆ
み
」
で
は
、
町
の
歴
史
を

年
表
と
写
真
で
振
り
返
っ
て
い

ま
す
。
デ
ー
タ
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


